
                                                                               R6.8健康保険課 

飼 い主 のいない猫 の付 き合 い方 について考 えてみませんか？   

家で飼えなくなった猫を捨てたり飼い主のいない猫が増えて、悪臭や鳴き声などから生活環境が

悪化したり、天敵に襲われたり交通事故で亡くなる猫を防ぐため、飼い主のいない猫を増やさない

対策として「地域猫活動」という取り組みがあります。 
 

○飼い主のいない猫（のら猫）に対する思いは人それぞれ… 

 

 

 

 

 

 

○地域猫とは 

ただその地域にいる飼い主のいない猫とは違い、地域の方に理解してもらいながら、飼い主のい

ない猫に対して不妊・去勢手術が施され、元の場所に戻して、適切な管理（ルールやマナーに基づく

エサやり、排泄物の管理、周辺清掃など）がされている猫を「地域猫」といいます。 

人も猫も住みよい生活環境をつくるため、地域の理解のうえ、その活動を行い、地域猫として見

守っていくことが「地域猫活動」です。 

○地域猫のお約束  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飼い主のいない猫の不妊・去勢手術費助成事業 

地域猫のお約束❸ 

トイレの場所が決められ管理されている 

猫は本来きれい好き。 

猫の公衆トイレがあれば、決まった場所で用を足すようになります。 

庭や畑のふん尿による被害を防げます。           小石・底板ネット→ 

地域猫のお約束❷ 

決まった場所・時間にエサの管理がされている 

食べ終わるまで待って、きれいに片づけましょう。 

〈エサを置きっぱなしにすると…〉 

・食べ残しがカラスやネズミのエサになり、ハエや害虫も集まり不衛生になります。 

・匂いにつられて近隣地域から新たな猫が集まってきます。 

・腐って悪臭の原因となります。 

地域猫として、毎日決まった時間にエサが与えられていれば、お腹も満たされているので、オス同士

の縄張り争いのケンカや、ゴミをあさることも防げます。 

 

飼い主のいない猫で困っている人 

敷地に糞や尿をされる 

畑や花壇を荒らされる 

鳴き声で困る 

庭先で子猫が産まれた 

 

飼い主のいない猫を助けたいと思う人 

お腹をすかせてかわいそう 

庭に来る猫を放っておけない 

交通事故などで亡くなる不幸な猫を減ら

したい 

 

地域猫のお約束❶ 不妊・去勢手術が施されている 

繁殖が抑制され、新たな飼い主のいない子猫が増えなくなります。 

繁殖期独特の鳴き声がなくなります。オス猫は穏やかな性格になり

ます。 

地域猫として手術済みの猫

は、耳先をV字カットされて

います。 

「さくらねこ」と 

呼ばれています。 

 

 

オスは右耳 

メスは左耳 

プランターなど使い、 

やわらかい土や砂で作る

ことができます。 

☆エサやりを急にやめても、わずかなエサをめぐるケンカやゴミをあさる等、根本的な解決にはなりません。 

プランターなどを使い、 

やわらかい土・砂で作る

ことができます。 

猫トイレの例 



飼い主のいない猫の不妊・去勢手術費助成事業 

 

 

 

町では飼い主のいない猫に、不妊・去勢手術と識別処置の費用の一部を助成します。手術により飼

い主のいない猫の増加を抑制し、糞尿や鳴き声など生活環境への被害の改善を図るとともに、猫の適

正な飼養を推進し、動物の愛護及び管理に関する町民の意識の高揚を図ることを目的としています。 

 

【補助対象者】  

下記の①または②のうち、自ら飼い主のいない猫に対し、不妊・去勢手術を受けさせ、かつ、手術費

用を負担する方 

  ①中能登町に住所があり、かつ居住している方 

  ②町内の区、または町内会 

【補助対象猫】 

 下記の①②のいずれにも該当する猫 

（第三者に譲渡されることなく、保護された場所に戻される猫が対象です） 

①飼い主のいない猫（中能登町内を生息地とするもの） 

  ②手術をする獣医師が、手術をすることが適当と認めた猫 

【補助対象経費】 

①不妊・去勢手術に要した費用 

②識別処置に要した費用 

※識別処置：不妊・去勢手術を実施するときにおいて、片耳の先端にⅤ字型の切り込みを入れる処置 

【補助額】 

  1 匹につき 5，000円又は補助対象経費の額のいずれか低い額 
 

【申請に必要な書類】 

①補助金交付申請書 （「獣医師証明欄」あり、動物病院へお持ちください） 

②誓約書 

③補助金請求書 （＊印鑑必要です） 

④領収書（獣医師が発行する手術・識別処置に係る費用が明記されている領収書） 

⑤地図（補助対象猫が主に生息する地域の地図の写し）  

⑥補助対象猫の写真（不妊・去勢手術前後、識別処置が確認できる写真） 

⑦口座振込先の確認のできるもの（通帳・キャッシュカードの写し等） 

（① ～③は町ホームページからもダウンロードできます） 

    ※申請期限は、手術の完了後40日以内です 
                                                          

【申請の流れ】 

  ①手術を行うことに近隣地域住民の理解を得る 

  ②申請書を用意 （健康保険課窓口、またはホームページ） 

  ③動物病院に連絡➡手術・識別処置を行う 

④動物病院から領収書・補助金交付申請書の「獣医師証明欄」に記入していただく 

⑤申請書に必要な書類を添えて行政サービス庁舎健康保険課へ申請する 

   

飼い主のいない猫の不妊 ・去勢手術費の一部を助成します 

【問い合わせ先】 中能登町行政サービス庁舎 健康保険課 保健衛生係 ℡ 0767-72-3129 

▲町HP二次元コード 


